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1．ま えが き　本研 究 は固形 L 形 エ ン ドタ ブ を用い て 角形鋼管柱に溶接接合 され た梁 フ ラ ン

ジ溶接始終端 に生 じる内部 不 溶着欠陥 が ，梁 の 塑性 変形能力 に 与 え る影響に っ い て 実験に

よ り検討 して い る 。

2，試験体　実験変数は溶接欠 陥 長 さと溶接 材料 で あ り、試 験体
一

覧を表 1 に示 す 。試験体

は図 1 に 示 すよ うな T 字形で ，柱は冷 間成 形角形鋼 管ロ
ー350 × 350Xl2 （BCR295 ），梁は

溶接組立 H 形断面 BH − 500 × 200 × 9X ［6 （SN490B 相当）で あ る 、 梁 フ ラン ジ には PL − 25 の

低靱性鋼 1）を切削加工 した もの を使用 して い る 。 固形 エ ン ドタブ には L形 セ ラ ミ ソ ク タ ブ（異

幅 3mm）を用い ，ス カ ラ ソ プ は，図 2 に示 す 改良型 ス カ ラ ッ プ を用 い た。溶接欠陥は 図 3 に

示す よ うに 溶接始終端 に 欠陥 ピー
ス （ア ル ミナ 製，厚 さ lmm ，幅 5mm，長 さ L）をあ らか じめ

埋 め込ん で溶接す る こ と で 人工 的に設 けた 。

　梁フ ラ ン ジ とダイ ア フ ラム の 完全溶込溶接は，JIS　 Z　 3312 の YGWII ある い は YGW18 を

用 い た ワイ ヤ
ー径 L2 φの CO2半 自動 ア

ー
ク溶接に よ る 5 層 5 パ ス 溶接 と した 。

　 BT−C−W6 以

外 は 連続溶接 と し
，
BT −C−W6 は パ ス 間温 度を 250 ℃ 以 下 に制 限 しなが ら溶接 を行 っ た 。

　材料の 機械 的性 質 を表 2 に示す。引張強 さに関 して は ，YGW11 を用 い た場合 は フ ラン ジ母

材 よ り 60N／mm2 下回 り，YGWI8 を使用 した 場合は 45N／Mm2 上回 る 。

3．載荷方法　梁の 全塑性 モ ー
メ ン トMp 時の 弾性相対 回転角 θ p を基 準に 2 θ p，4 θ p，6

θ p の 各サ イ ク ル を 2 回ず つ 行い
， それ 以降 は 6 θ p を繰 り返 す 。

4，実験 結果　表 3 に 実験結果の
一

覧を ， 図 4 に 梁端モ
ー

メ ン ト
ー
梁端回 転角関係 を示す。以

下 に試験体ご と の 実験経過 を示す。

（1）BT−C ：4 θ p （＋2）で ダイア フ ラ ム 側入 隅部 に延性 亀裂を確認 した後 ， 6 θ p （＋2）で 端部溶

　 接欠陥 （銀点） を起点に脆性破壊が生 じた 。 なお，梁 フ ラ ン ジお よ び ウェ ブ に は 局部座

　 屈が生 じ
「
て い た。

（2 ）BT−C−W2 ： 4ep （＋1）で ダイ ア フ ラ ム 側 入 隅部 に発生 し た延性 亀裂が ，6 θ p （＋ 1）で ダイ

　　ア フ ラム 側 に進 展 し，6 θ p （＋ 3）で ク レータ部 に 生 じて い た 亀裂 と繋が り ，溶接部 が脆

　　性破 壊 した。なお ，6 θ p （
− 2）で 梁 フ ラ ン ジお よび ウェ ブの 局部座 屈が顕著 とな り，荷

　　重が最大荷重 の 90％まで 低下 して い た 。

（3）BT−C−W3 ：2 θ p （÷ 1）で ダイ ア フ ラ ム側 入隅部 に延性 亀裂を確認 した後 ，6 θ p （＋2）で ダ

　 イ ア フ ラ ム 側 に亀裂が進展 しダイア フ ラム が 脆性破壊 した。なお ，梁 フ ラン ジ お よび
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　　ウェ ブに は局部座屈が生 じて い た 。

（4）BT−C−W4 ： 4 θ p （＋2）で ダイ ア フ ラ ム 側入隅 部に延性 亀裂が 生 じた。その 後 ，6 θ p （＋ 1）

　 で BT− C−W2 と同形 態で 破壊 した 。

（5）BT−G−W5 ：20p （
−2）で ダイ ア フ ラ ム 側入 隅部 の 板厚中央（欠陥位置）に ，

4 θ p （
− 1）で表

　　面位置 に 延性亀裂 を確認 し，6 θ p （
− 1）で ダイア フ ラ ム 側ボ ン ド部に 沿 っ て 溶接部が脆

　 性破壊 した 。

（6）BT−C−W6 ； 2 θ p （−2）で ダイ ア フ ラム 側入 隅部 の 板厚 中央位置 に，6 θ p （＋ 1）で 表 面位 置

　　に亀裂が生 じ ，
6 θ p （−D で BT｛ −W5 と同形態 で破壊 した 。

5．まと め

1）欠陥 長 さ L＝5mm で は ， 終局時期 は梁 の 局部座屈 に よ り決定 した。

2）欠陥 長 さが長 くな るに した がい ，溶接 部の 破 断時期 は早 くな り，梁の 塑性 回転能力は

　低下す る傾向に あ る。

3）溶接金 属 の 強度が 梁 フ ラ ン ジの 強度 よ り低い 場 合，亀裂は ク レ
ー

タ位 置 を通 っ て い た 。

4）L＝ 2〔〕mm の 場合 の 破壊形 式は ダイア フ ラ ム 側 の 破壊 で あ っ た ため，溶接金属 の 強度 は破 壊

　状況 ・変形能力 に影響を 与えなか っ た 。
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